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①基礎・基本定着のための方策 

②課題改善のための授業づくり 

③家庭学習の習慣化と質的向上 

④夢や目標に向かって挑戦する力の育成 

⑤チームで取り組む学力向上 

⇒（例）一人ひとりの弱点を克服できるような個に応じた適切な指導やAI ドリル等を用いた学習 

⇒（例）児童・生徒が、課題を自分事として捉え、主体的な取組を育む授業づくり  

⇒（例）小：今日、学習したことの復習の徹底、中：自分で計画を立てての実践継続、小中：家庭学習の仕方についての具体的な指導 

⇒（例）小学校からのキャリア教育の充実や体験活動を重視した取組 

⇒（例）「学力向上プラン」「校内研修」「研究授業」等の取組 

 
 
（１）良好な項目 

○小学校国語では、「話し言葉と書き言葉の違いを理解する」問題において、全国及

び県平均正答率を上回り、成果が見られる。中学校国語では、「文脈に即して漢字

を正しく書く」問題において、全国及び県平均正答率を上回り、成果が見られる。 
○小学校算数では、「図形」領域において、図形を作図したり、図形の性質の理解を
問うたりする問題で全国及び県平均正答率を上回る成果が見られる。中学校数学
では、与えられた条件からデータを読み取って数学的に考察したり、問題場面に
おける考察の対象を明確に捉えたりすることができる問題に成果が見られる。 

○小学校理科では、「生命」及び「地球」の領域において、身近な自然現象や視覚的
に捉えイメージすることができる問題に成果が見られる。中学校理科では、化学
変化に関する知識及び技能を活用して、水素の燃焼を分子のモデルで表した図を
基に化学反応式で表す問題で、全国及び県平均正答率を上回る成果が見られる。 

○中学校英語では、「書くこと」の領域において、会話の内容から推測し、自分の発
言として適切な英文を書く問題で、県平均正答率を大きく上回る成果が見られる。 

（２）課題がある項目 
●小学校国語では、「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところ
を見付ける」問題において、最も正答率が低い。無解答率も高く、課題が見られ
る。中学校国語では、「表現技法の理解」「語句の意味の理解」など言語知識を問う
問題において、全国及び県平均正答率を下回り、課題が見られる。 

●小学校算数では、データを二つの観点から分類し二次元の表に整理することや割
合の意味の理解に課題が見られる。中学校数学では、事象を数や式を用いて考察
する場面において、事象の特徴を的確に捉えることや、図形の問題で条件を基に、
問題解決の方法を数学的に説明することに課題が見られる。 

●小学校理科では、「エネルギー」及び「粒子」などの領域において、概念について
問う記述式の問題に課題ある。中学校理科では、「エネルギー」の領域である「力」
について、基礎的な「知識・技能」及び実験結果の分析・考察を自分の言葉で記述
する問題に課題が見られ、無解答率も高い傾向がある。 

●中学校英語科では、自然な口調で話される日常的な話題についての対話を聞き、
情報を正確に聞き取る問題に課題が見られる。 

 

 

 
（１）良好な項目 
○「いじめはいけないことだと思う」「人の役に立つ人間になりたい

い」の項目において、小・中学校ともに全国平均と比べて高く良
好である。 

○「一日あたりの読書時間」の項目において、３０分以上読書をする
割合は、中学校で全国平均を上回っている。 

○「基本的生活習慣」の「起床」「朝食」「就寝」の項目において、中
学校は全国平均を上回っており、良好である。 

○「１日当たりどれくらいの時間ＩＣＴ機器を勉強のために使ってい
ますか」の項目において、小・中学校ともに全国平均を上回ってい
る。 

 
（２）課題がある項目 
●「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいるか」

の項目において、小学校では全国平均を下回っている。 
●「家庭学習」の項目において、小学校では１時間以上、中学校では

2時間以上勉強する割合が全国平均を下回っている。また、「計画
を立てて勉強をしている」の項目において、小学校では全国平均を
下回っている。 

●「地域の行事に参加している」の項目において、小・中学校とも全
国平均を６ポイント以上下回っている。 

●「学校で、学級の友だちと意見交換をする場面でＩＣＴ機器を使っ
ているか」の項目において、週3回以上と回答した割合は、小・
中学校とも全国平均を下回っている。 

 

令和４年度 長崎市、長崎県、全国学力・学習状況調査結果にみる長崎市の児童生徒の状況と今後の対策 長崎市教育委員会 

【実 施 日】 
国語科・算数科/数学科：令和４年４月１９日（火） 英語科：令和４年４月２０日（水） 

 

【各学力調査の対象学年・教科】 
 

◇長崎市学力調査      ◇長崎県学力調査      ◇全国学力・学習状況調査   
   小学３・４年生（国・算）  小学５年生  （国・算）  小学６年生  （国・算・理） 

   中学１年生  （国・数）  中学２年生  （国・数）  中学３年生  （国・数・理） 

                 中学３年生  （英） 

 

 全国   
 長崎県   
 長崎市 

 

１ 学力調査結果の概要 

英語
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２ 児童生徒質問紙調査（生活習慣や学習環境等の調査）の結果の概要 

全国学力・学習状況調査結果の概要と改善の方向性 

３ 改善の方向性 

学校・家庭・地域が一丸となった継続的な取組推進 

国語 算数 理科

全国 66 63 63

県 64 62 62

市 65 63 63

30

40

50

60

70

80

国語 数学 理科

全国 69 51 49
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国語 数学
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※結果は、正答率（％）で表記 


